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Fertilizing Crops to Improve Human Health: A Scientific Review 

「人を健康にする施肥」 
監修者まえがき 

 「少ない肥料投与で環境負荷を少なくし、かつ生産力を低下させずに持続的な農業生産をいかに実現できるか」。

これが、21 世紀の肥料・植物栄養学の大きな課題とされている。20 世紀の農業が、化学肥料や農薬の使用によ

り単位面積あたりの農作物収量を飛躍的に増加させ人口急増にみあう食料供給に貢献した反面、過剰施肥による

農地の劣化や水質汚染などの環境問題を世界で広く引き起こし反省を強いられたからだ。 

適切な肥料（適肥）を適量、適期に適切な場所に施用する「４R 施肥推進運動」を推進すべきことは言うまで

もない。農地のどのような場所にどのような肥料をどのような形で施肥したら一番効果的に高品質で、安全安心

な農作物をつくることができるか、という研究も欠かせない。しかし、肥料が持つ役割＝作物を健全に育てて収

量を確保し人間を健康に養うという肥料の基本的価値に変わりはないはずである。人間の健康維持のためには、

十分なエネルギーを確保するだけでなく、様々なビタミンやミネラルを含めた栄養素を食品を通してまんべんな

く摂取する必要がある。作物の健全さとは総合的な意味合いを持ち、そのために欠かせないのが肥料なのだ。 

「未だ世界人口の六分の一が慢性的な飢餓状態」にあり、「2050 年には現在より 70％増の農業生産量が必要」

だと国際連合食料農業機関（FAO）が報告している。また、エネルギーやタンパク質欠乏の脅威が低下した地域

でも微量要素欠乏による栄養失調が深刻化している。今後ますます肥料の価値が認められなければならないと痛

切に感じながらも、肥料軽視の世の流れにもどかしさを覚えていたなかで出会ったのが本書であった。 

本書は、科学的文献調査に基づき「肥料がいかに人間の健康に貢献できるか」を精査したものである。 

第１部は、食料安全保障の観点からである。食料生産における肥料貢献は当然であるが、世界のおよそ 20 億

人が微量要素欠乏症の危険にさらされている。貧しさから脱しきれない発展途上国の人々が大部分だが、その原

因解析とともに農作物への微量元素強化対策を示している。 

 第 2 部は機能性食品についてである。人間の栄養素としての多量元素も含め、タンパク質、脂質、炭水化物、

機能性成分への施肥効果についてとりまとめている。施肥は多くの場面でプラスに働いていることを再認識する

ことだろう。 

第 3 部は施肥によるリスク管理である。ヨーロッパで恐れられた麦角病の銅施肥による対策、有機農業と慣行

農業の比較、ベラルーシの放射線対策事例を紹介している。 

 全てが科学的実験データに基づくため、本書の内容は生産から消費場面に渡る食品としての農産物を扱う全て

の人々に役立つはずである。現在の日本においても、亜鉛欠乏の高齢者が大勢存在する（倉澤隆平医師､2005 年）。

日本の現在の食生活習慣と、農産物の亜鉛不足が原因と考えられる。また、微量元素の重要性を早くから看破し

ていた農法を町ぐるみで実施した福島県西会津町では、平均寿命が延び、しかも医療費も低下した実例もある

(2003 年）。さらに日本では野菜の硝酸塩を有害視する人がまだまだ多いが、本書には硝酸塩に関する考え方は

1994 年に大きく変わったこと、現在では免疫系への効果も判明していることが明確に記述されている。 

肥料は現在のところ日本国内では邪険な扱いをされているが、肥料こそ作物生産を通して人間の

健康に貢献できること、すなわち「肥料・ミネラルを適切に投与することは、命の源を人間に届け

ること」であることを本書が世界的視点から提示してくれている。今まさに「肥料の夜明け」を迎

えている、と言ってよいだろう。 

元東京農業大学客員教授 渡辺和彦 
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